
海外事情

JICA技術協力プロジェクト「ベトナム国北部山
岳地域のフラッシュフラッドと地滑りによる被害
の対処・最小化のための能力強化プロジェクト」
本邦研修

（一財）砂防・地すべり技術センター 企画部国際課

14 sabo Vol.134 2023 Summer

ベトナム国では、近年、豪雨による土砂災害が多数発生し、特に北部山岳地域での経済的・人的被害が拡大している
状況にあります。ベトナム国政府は発災前の予防・被害軽減に向け、構造物対策の実施を検討しており、JICA技術協力
プロジェクト「ベトナム国北部山岳地域のフラッシュフラッドと地滑りによる被害の対処・最小化のための能力強化プ
ロジェクト」（JICAから株式会社地球システム科学・日本工営株式会社が受託）の実施を通じ、北部山岳地域において
土砂災害リスク評価、土砂災害リスク削減計画作成、パイロット対策（砂防堰堤、早期警報システムの整備）により、
ベトナム国政府の土砂災害対策に関する組織体制の強化を図っているところです。

STCでは、長年、JICA課題別研修で培った土砂災害対策に係る研修のノウハウを有しており、上記のプロジェクト
の本邦研修のカリキュラム作成、運営をSTCが支援しました。研修員は土砂災害に関する中央政府・地方政府の政策意
思決定者10名（準高官2名を含む）であり、日本の土砂災害対策全般（ハード対策、ソフト対策）の基本的な考え方
とその取り組みを習得することを目的とし、約2週間（2023年2月27日～ 3月9日）の講義、現地見学（富士川水系
直轄砂防事業、譲原直轄地すべり対策事業、山梨県による砂防事業等）からなる研修を実施しました。また、講義では、
南理事長が「日本の砂防の歴史」、火山防災部 池田次長が「土石流対策の計画策定および設計手法」について講師を務
めました（写真）。

研修員からは、日本の先進的な土砂災害対策の事例を実際に見ることや学ぶことができ、自国において対策を推進す
る上で研修が大変有意義であった、といった声がありました。また、研修の広報活動に力を入れ、現地見学先では研修
員が新聞・テレビ取材を受ける等、日本の土砂災害対策技術が開発途上国で学ばれる対象となっていることや、日本が
積極的な国際協力を行っていることがPRできたのではないかと思っています。

研修は全2回予定されており、2023年度には、実務技術者を対象とした本邦研修を12月に実施する予定です。最
後に、本研修の実施にあたり、ご協力いただきました各機関の皆様に御礼申し上げます。

写真　研修員と講師を務めた南理事長、池田次長との集合写真
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